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違
法
な
働
か
せ
方
是
正
さ
せ
よ
う

民
青
同
盟
高
知
県
要
員

会
と
日
本
共
産
党
高
知
県

委
員
会
は
2
9
日
、
高
知
市

で
日
本
共
産
党
の
吉
良
よ

し
子
参
院
議
員
を
迎
え
、

学
費
と
働
き
方
に
つ
い
て

考
え
る
集
い
を
開
き
ま
し

た。
民
青
は
、
県
内
の
大
学

生
や
青
年
1
0
0
人
に
対

し
て
働
き
方
と
奨
学
金
に

つ
い
て
問
う
「
高
知
県
若

者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
。
奨
学
金
利
用
者
や
こ

れ
か
ら
利
用
す
る
4
3
人
の

返
済
総
．
額
の
平
均
は
3
6

5
万
円
と
な
り
、
「
1
5
万

円
の
給
料
で
奨
学
金
を
4

万
6
0
0
0
円
返
し
て
い

る
」
、
「
返
済
総
額
が
1
3

0
0
万
円
に
な
る
」
な
ど

の
実
態
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た。
集
い
に
8
2
人
が
参
加
。

吉
良
氏
は
、
党
の
提
案
で

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
規
制
法
が

成
立
し
た
こ
と
を
紹
介

し
、
「
学
費
・
生
活
費
の

た
め
に
バ
イ
ト
を
す
る
学

生
も
違
法
な
働
か
せ
方
に

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
賃
金

泥
棒
を
す
る
企
業
を
是
正

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
安
倍
政
権
の

大
企
業
優
先
の
政
策
に
、

若
者
は
生
き
つ
ら
さ
を
抱

え
て
い
ま
す
。
大
企
業
に

税
金
の
応
能
負
担
を
求

め
、
若
者
へ
投
資
す
る
こ

と
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

日
本
共
産
党
の
躍
進
で
実

現
し
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。
3
カ
月
契
約
の
派
遣
で

働
く
女
性
（
3
3
）
か
ら
「
大

卒
で
も
就
職
で
き
ず
に
転

職
を
続
け
た
1
0
年
は
、
人

生
失
敗
し
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
今
の
要
望
は
安

定
し
た
仕
事
に
つ
く
こ
と

で
す
」
と
の
訴
え
が
代
読

さ
れ
ま
し
た
。

大
西
統
一
候
補
と

み
か
じ
り
候
補
も

参
院
選
徳
島
・
高
知
選

挙
区
の
野
党
統
一
候
補
・

大
西
聡
氏
と
み
か
じ
り
亮

子
参
院
比
例
候
補
が
参

加
。
大
西
氏
は
「
結
婚
や

子
育
て
、
大
学
進
学
が
で

き
な
い
若
者
に
こ
そ
税
金

を
使
う
べ
き
」
だ
と
語
り

ま
し
た
。

く
雪
な
し
政
行
の
香
り
寸

が
褒
章
ヴ
り
才
I
E

純
絹
凋
…
純
血

マ
″
が
末
路
老
子
耳

基
金
象
日
♂

夜
療
虜
常
夏
富

す
．
解
ガ
な
ん
て
⊥
打
勝

な
く
て
停
び
り
芽
オ
乙

之
笥
虚
知
慮
盈
友
言
旨
－
裏
空
音

注
、
て
烏
点
て

占
象
－
二
項
約
〃
傍
田
の
府
政

諾
靡
確
件
の
虜
創
考
♂
箸
が

選
出
さ
小
才
す
音
符
裏
磨

l
ざ
各
町
新
の
産
屋
源
の
厚
を
動
げ

牽
ハ
鬼
研
そ
ぼ
ダ
き
た
か
♂
夢
一

葉
脅
、
釘
中
外
空
曹
管
箸
虚
言
た

「
世
辞
渚
頒
♂
路
レ
ザ
＼
＼
＼
Y
卜
の
厨

嫁
箸
ク
錦
争
イ
ネ
足
に
聾

者
紳
動
感
如
凍
害
し
っ
ダ
リ

藤
野
ふ
け
監
湯
与
芝
三

牙
き
た
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